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震
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に
関
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る
質
問
主
意
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厚
生
労
働
省
は
、
五
万
人
以
上
に
水
道
水
を
提
供
す
る
自
治
体
な
ど
全
国
四
百
二
十
八
の
水
道
事
業
者
を
対
象
に
水
道
管
の

耐
震
化
に
つ
い
て
全
国
調
査
を
行
い
、
主
要
水
道
管
の
う
ち
、
震
度
六
強
程
度
の
揺
れ
に
耐
え
ら
れ
る
の
は
約
三
十
四
％
に
と

ど
ま
る
こ
と
が
分
か
っ
た
と
し
て
い
る
。
地
震
発
生
率
の
高
い
わ
が
国
に
お
い
て
、
災
害
時
の
生
活
に
最
も
大
き
な
影
響
を
与

え
る
の
が
断
水
で
あ
り
、
災
害
時
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
完
全
確
保
に
向
け
て
耐
震
化
を
急
ぐ
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

従
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

今
回
の
調
査
に
お
け
る
耐
震
化
の
判
定
基
準
を
示
さ
れ
た
い
。

二

事
業
者
ご
と
の
耐
震
化
率
に
ば
ら
つ
き
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
地
域
ご
と
の
進
捗
状
況
を
詳
細
に
示
し
、
耐
震
化
が

進
ん
で
い
な
い
地
域
の
原
因
は
奈
辺
に
あ
る
の
か
、
ど
の
よ
う
に
分
析
し
て
い
る
か
問
う
。

三

自
治
体
に
よ
っ
て
は
、
財
政
力
が
弱
く
、
法
定
耐
用
年
数
が
過
ぎ
て
も
交
換
で
き
な
い
と
聞
い
て
い
る
が
、
耐
震
化
率
向

上
に
向
け
て
、
国
は
今
後
ど
の
よ
う
な
対
策
を
講
じ
て
い
く
の
か
。

四

平
成
二
十
二
年
度
水
道
施
設
整
備
費
予
算
は
、
平
成
二
十
一
年
度
予
算
額
に
比
べ
、
そ
の
う
ち
の
「
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
機
能

強
化
等
事
業
費
」
は
同
額
程
度
で
あ
る
が
、
事
業
仕
分
け
に
よ
っ
て
、
簡
易
水
道
等
施
設
整
備
費
補
助
や
水
道
水
源
開
発
等

一



施
設
整
備
費
補
助
等
を
含
む
本
整
備
費
予
算
全
体
で
は
か
な
り
減
額
さ
れ
て
い
る
。
「
い
の
ち
を
守
る
」
と
す
る
鳩
山
内
閣

の
姿
勢
に
逆
行
し
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
と
考
え
る
が
、
見
解
如
何
。

五

国
の
水
道
計
画
は
平
成
二
十
五
年
度
ま
で
に
耐
震
化
を
完
了
す
る
よ
う
水
道
事
業
者
に
求
め
て
い
る
が
、
災
害
時
の
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
確
保
の
観
点
か
ら
、
本
事
業
を
平
成
二
十
五
年
度
ま
で
に
完
了
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
で
き
な
い
と
す
れ

ば
、
ど
の
程
度
の
延
長
を
考
え
て
い
る
の
か
、
鳩
山
内
閣
の
見
解
如
何
。

右
質
問
す
る
。

二


